
神　奈　川　労　働　局

確定版
業種

発生月
事業場規模

発生時刻

土木工事業

１月

１～９名

９時頃

建築工事業

１月

１～９名

８時頃

建築工事業

１月

１～９名

１０時頃

輸送用機械器具製造業

２月

３０～４９名

１７時頃

家具・装備品製造業

２月

１００～２９９名

１４時頃

道路貨物運送業

３月

１０～２９名

　８時頃

平成26年 死亡災害の概要

番号
起因物

発 生 概 要

事故の型

1

有害物 　マンホール内のピットにおいて、下水管
の空気抜き弁の交換のためバルブの取り外
し作業をしていたところ、吹き出した硫化
水素ガスを吸い込んだ４名が中毒となり、
うち１名が死亡した。有害物等との接

触

4

トラック 　積載荷重１０ｔの大型トラックを塗装用
ブースに移動するため発進させたところ、
塗装のマスキングの状態を確認するため左
後輪付近に居た被災者を轢いたもの。

はさまれ、巻き
込まれ

5

その他の一般動
力機械 　圧縮成型機を使用してウレタン製ソ

ファーの中身を成型する作業中に、同機械
に上半身をはさまれたもの。

はさまれ、巻き
込まれ

2

足場
　足場組み立て作業中に、足場の６層目に
おいて資材を滑車を用いて荷揚げしている
際に、約１１ｍ下の地面に墜落した。

墜落、転落

3

建築物、構築物
　躯体工事がほぼ終了し、窓のクリーニン
グ作業のため４階庇に脚立を立て窓の外側
を清掃中に墜落した。

墜落、転落

6

トラック 　被災者は、個人住宅建設現場に据え付け
るユニットバスの部材を２ｔトラックで搬
入し、荷卸し作業中に高さ１．２ｍの荷台
から墜落したもの。

墜落、転落



神　奈　川　労　働　局

確定版
業種

発生月
事業場規模

発生時刻

平成26年 死亡災害の概要

番号
起因物

発 生 概 要

事故の型

建築工事業

２月

１０～２９名

１１時頃

建築工事業

３月

１０～２９名

１４時頃

道路貨物運送業

５月

１０～２９名

　７時頃

食料品製造業

５月

５０～９９名

　９時頃

道路貨物運送業

３月

５０～９９名

１８時頃

その他の事業

３月

３０～４９名

７時頃

8

足場
　足場組立作業中に部材を持って、幅２５
ｃｍの足場板上を移動の際に約５．５ｍ下
に墜落したもの。

墜落、転落

9

トラック
　鋼板コイル６本（重量２２ｔ）を積載し
たトレーラーを運転し、県道の長い下り坂
を走行中にブレーキが利かなくなり、前方
のバイクや軽トラックを避けようと左に急
ハンドルをきったところ、左側の壁に激突
して横転したもの。交通事故（道路）

7

開口部
３階建ビルの改修工事において、内装材の
撤去作業中の被災者がエレベーター設置予
定箇所の開口部から１階に墜落し、搬送先
の病院で事故から約３週間後に死亡したも
の。開口部には覆いがあったが何らかの理
由により外れて墜落したものである。墜落、転落

12

建築物、構築物 　港湾係留施設築造他工事に伴い現地に赴
いていたところ、構造物を台船から引き出
す作業中に構造物が倒れ、構造物上にいた
被災者が海に投げ出されたもの。

おぼれ

10

建築物、構築物
　階段踊り場を清掃中に、突然開いた扉に
激突されて階段を２ｍ弱転落したもの。事
故２日後に病院にて死亡。

墜落、転落

11

トラック 　被災者は荷物を配達するため、片側１車
線の道路左側に配達車両を駐車させ、反対
車線側にある配達先に向かうために配達車
両の前方付近から道路を横断したところ、
後方から来たトラックに轢かれたもの。

交通事故（道路）
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番号
起因物

発 生 概 要

事故の型

建築工事業

６月

１０～２９名

１０時頃

建築工事業

７月

１～９名

１１時頃

建築工事業

７月

１０～２９名

１２時頃

窯業土石製品製造業

７月

１００～２９９名

１１時頃

窯業土石製品製造業

８月

３０～４９名

１３時頃

輸送用機械器具製造業

５月

３００名～

１５時頃

13

足場 　足場の解体作業中に、引っ掛かっていた
解体ユニットが外れたはずみでバランスを
崩して２２．６ｍ下の地上に墜落したも
の。

墜落、転落

16

その他の危険
物、有害物等

　加熱炉の材料調合場において、原料ホッ
パー内の残量確認作業中、当該ホッパー内
に落とした懐中電灯を拾うため内部に降り
たところ、自力で出られなくなり、１時間
後に救出された。その間、ホッパー内の原
料である重クロム酸カリウムに接触、中毒
症状を発症して事故発生から約３週間後に
収容先病院で死亡した。

有害物等との接
触

17

トラック
　建設現場にコンクリートを納入するた
め、現場横の斜面にミキサー車を駐車させ
て、当該車両の後方でポンプ車への投入準
備作業をしていたミキサー車の運転者が、
後退してきたミキサー車とポンプ車との間
にはさまれたもの。はさまれ、巻き

込まれ

14

通路 　８階建ビルの解体工事現場において、７
階の解体作業場から外部足場のタラップを
使用して地上に降りる際に、躯体と外部足
場の幅約８５ｃｍの隙間から墜落したも
の。

墜落、転落

15

高温・低温環境 　解体工事に従事していた被災者が、昼休
みに入る際に、「気分が悪い」と言って現
場を離れ、病院に搬送されたが熱中症によ
り死亡した。

高温・低温の物
との接触

18

産業用ロボット 　産業用ロボットに材料を投入する作業中
に産業用ロボットの稼働範囲内に立ち入
り、産業用ロボットと製品との間に挟まれ
たもの。事故から約３か月後に入院先の病
院で死亡した。はさまれ、巻き

込まれ
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その他の事業

８月

１～９名

１３時頃

建築工事業

８月

１０～２９名

９時頃

建築工事業

９月

１～９名

１５時頃

一般機械器具製造業

９月

１００～２９９名

１４時頃

その他の事業

１０月

１０～２９名

１０時頃

建築工事業

１１月

１０～２９名

１１時頃

20

階段、さん橋 ５階建てマンションの補修工事において枠
組み足場組み立て中に休憩のため被災者が
４層目から３層目へ、ハッチ式布板に付属
しているタラップで降りている際に、約５
ｍの高さから足場外部に墜落したもの。

墜落、転落

21

その他の仮設
物、建築物、構
築物等

ブロック塀の解体作業を行っていた脇で、
別作業である単管ベース金具を外していた
被災者にブロック塀が倒れ落ちたもの。高
さ２ｍのブロック塀を高さ１．２ｍの位置
で切り離し、上部を作業場側に引き倒す作
業中であった。飛来、落下

19

トラック 客先との打ち合わせ後にバイクで帰社途
中、Ｕターンをしようとしたトラックに巻
き込まれ、搬送先の病院で２日後に死亡し
たもの。

交通事故

24

足場 　外部足場の解体作業中、鳶工の労働者が
６層目の作業床上で建地単管パイプを引き
抜いた際、バランスを崩し敷地外の道路上
へ９．６５ｍ墜落したもの。

墜落、転落

22

ボール盤、フライ
ス盤 フライス盤のエンドミルに付着した切削油

を払うために、回転数を上げたところエン
ドミルが外れ、付近を通行していた被災者
の頭部に当たったもの。

飛来、落下

23

地山、岩石 　仕事の衣装に着替えるため事業場内の建
屋に入ったところ、台風による大量の降雨
による地滑りのため建物裏の斜面が崩壊し
て建屋が押しつぶされ、下敷きとなったも
の。

崩壊、倒壊
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その他の製造業

１１月

５０～９９名

　２時頃

農業

１１月

１～９名

１３時頃

その他の事業

１０月

５０～９９名

１３時頃

土木工事業

１１月

５０～９９名

１３時頃

教育・研究業

　８月

３００名～

１８時頃

清掃・と畜業

１２月

１００～２９９名

１４時頃

25

コンベア 　自動搬送機の運転中に、インターロック
がしてある扉を解除せず、緊急停止ボタン
も押さずに、安全柵の中に入り込んで、自
動搬送機の上部から降下してきたアームと
センサーの間にはさまれたもの。はさまれ、巻き

込まれ

28

掘削用機械 　深さ３ｍまで掘削した一次掘削面の床掘
りを行うため、一次掘削面までの斜路をド
ラグショベル（０．０６６㎥）で移動して
いる際に転倒しアームの下敷きになったも
の。

転倒

29

トラック
　海外出張中に新製品立上の夕食会に参加
するため事業場が手配した車で移動する
際、反対車線を走行してきたトラックがセ
ンターラインを越えて飛び出して来たため
衝突し、後部座席に居た被災者が死亡した
もの。交通事故（道路）

26

はしご等

　個人住宅の庭木の剪定作業中に脚立から
墜落したもの。

墜落、転落

27

乗用車、バス、
バイク 　社外研修の帰りに高速道路においてガー

ドレールに激突したもの。同乗していた同
僚１名も負傷した。

交通事故（道路）

30

乗用車、バス、
バイク 　出張先での作業を終えて帰宅のため出張

先の駐車場を横断中に来場してきた車と接
触したもの

激突され
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卸売業

１２月

１０～２９名

１４時頃

その他の事業

 ２月

３００名～

０時頃

32

起因物なし

　業務に係る精神的負荷により自殺した。

その他

31

トラック
　首都高速道路をトレーラにて通行中に
ジャンクション手前の左カーブに進入した
際に右側の側壁に衝突したもの。

交通事故（道路）


